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(54)【発明の名称】 情報処理装置及び該装置における表示装置用電源電圧制御方法

(57)【要約】
【課題】  ＴＦＴ型、ＳＴＮ型等の異なる表示方式の液
晶ディスプレイに対応可能な情報処理装置における液晶
ディスプレイ用電源シーケンスを共通化する。
【解決手段】  表示コントローラ１０７は、表示メモリ
１０６から表示データを読み出し、液晶表示装置１０３
がＴＦＴ型の場合はＬＶＤＳ信号を生成するＬＶＤＳ２
０５に、ＳＴＮ型の場合はＳＴＮ信号を生成するバッフ
ァＩＣ２０６にそれぞれ供給する。ＦＥＴ２０８は、電
源２０７から液晶表示装置１０３に供給される電源電圧
をＯＮ／ＯＦＦする。制御ＡＳＩＣ２１２は、ＦＥＴ２
０８とＬＶＤＳ２０５又はバッファＩＣ２０６の動作を
別個のゲート信号２１４及び２１５を用いて制御する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示方式が異なる複数の表示装置の一つ
に接続され、当該接続された表示装置に表示信号を出力
する情報処理装置において、
前記表示方式毎に異なる複数の表示仕様設定命令を格納
する命令格納手段と、
前記接続された表示装置の表示方式を識別する表示方式
識別手段と、
表示メモリと、
前記表示方式識別手段によって識別された表示方式に対
応する前記表示仕様設定命令を読み出して実行し、前記
表示メモリに表示データを格納する命令実行手段と、
前記表示データから前記各表示方式に対応した表示信号
を生成する複数のインターフェイス回路と、
前記表示メモリから前記表示データを読み出して、前記
表示方式識別手段によって識別された表示方式に対応す
る前記複数のインターフェイス回路の一つに供給する表
示コントローラと、
前記接続された表示装置に電源電圧を供給する電源手段
と、
前記電源手段によって前記接続された表示装置に供給さ
れる前記電源電圧をＯＮ／ＯＦＦするスイッチと、
前記複数のインターフェイス回路と前記スイッチの動作
を別個に制御する制御手段とを具備したことを特徴とす
る情報処理装置。
【請求項２】  ＦＴＦ型又はＳＴＮ型の液晶ディスプレ
イに接続され、当該接続されたディスプレイに応じた表
示信号を出力する情報処理装置において、
ＦＴＦ型ディスプレイ用表示仕様設定命令及びＳＴＮ型
ディスプレイ用表示仕様設定命令を格納する命令格納手
段と、
前記接続されたディスプレイの表示方式を識別する表示
方式識別手段と、
表示メモリと、
前記表示方式識別手段によって識別された表示方式に対
応する前記表示仕様設定命令を読み出して実行し、前記
表示メモリに表示データを格納する命令実行手段と、
前記表示データからＬＶＤＳ信号を生成するＬＶＤＳ信
号生成手段と、
前記表示データからＳＴＮ信号を生成するＳＴＮ信号生
成手段と、
前記表示メモリから前記表示データを読み出して、前記
接続されたディスプレイがＴＦＴ型の場合は前記ＬＶＤ
Ｓ信号生成手段に、ＳＴＮ型の場合は前記ＳＴＮ信号生
成手段に供給する表示コントローラと、
前記接続されたディスプレイに電源電圧を供給する電源
手段と、
前記電源手段によって前記接続されたディスプレイに供
給される前記電源電圧をＯＮ／ＯＦＦするスイッチと、
前記ＬＶＤＳ信号生成手段又は前記ＳＴＮ信号生成手段
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と、前記スイッチとを別個に制御する制御手段とを具備
したことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】  ＳＴＮ型の液晶ディスプレイに表示信号
を出力する情報処理装置において、
表示仕様設定命令を格納する命令格納手段と、
表示メモリと、
前記表示仕様設定命令を読み出して実行し、前記表示メ
モリに表示データを格納する命令実行手段と、
前記表示データから表示信号を生成する信号生成手段
と、
前記表示メモリから前記表示データを読み出して、前記
信号生成手段に供給する表示コントローラと、
前記ディスプレイに電源電圧を供給する電源手段と、
前記電源手段によって前記ディスプレイに供給される前
記電源電圧をＯＮ／ＯＦＦするスイッチと、
前記信号生成手段と前記スイッチとを別個に制御する制
御手段とを具備したことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】  表示方式が異なる複数の表示装置の一つ
に接続され、当該接続された表示装置に表示信号を出力
する情報処理装置における表示装置用電源電圧制御方法
であって、
前記情報処理装置の電源をＯＮするステップと、
前記接続された表示装置の表示方式を識別するステップ
と、
前記識別された表示方式に対応する表示仕様設定命令を
命令格納手段から読み出して実行し、表示データを表示
メモリに格納するステップと、
前記表示メモリから前記表示データを読み出して前記識
別された表示方式に対応するインターフェイス回路に供
給するステップと、
前記表示データから前記表示信号を生成するステップ
と、
前記接続された表示装置の電源をＯＮするステップと、
前記表示データを供給されたインターフェイス回路をア
クティブにして前記表示信号をするステップとを具備し
たことを特徴とする情報処理装置における表示装置用電
源電圧制御方法
【請求項５】  ＦＴＦ型又はＳＴＮ型の液晶ディスプレ
イに接続され、当該接続されたディスプレイに応じた表
示信号を出力する情報処理装置におけるディスプレイ用
電源電圧制御方法であって、
前記情報処理装置の電源をＯＮするステップと、
前記接続されたディスプレイの表示方式を識別するステ
ップと、
前記識別された表示方式に対応する表示仕様設定命令を
命令格納手段から読み出して実行し、表示データを表示
メモリに格納するステップと、
前記表示メモリから前記表示データを読み出して、前記
接続されたディスプレイがＴＦＴ型の場合はＬＶＤＳに
供給し、ＳＴＮ型の場合はバッファＩＣに供給するステ
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ップと、
前記表示データから前記表示信号を生成するステップ
と、
前記接続されたディスプレイの電源をＯＮするステップ
と、
前記表示データを供給された前記ＬＶＤＳ又は前記バッ
ファＩＣをアクティブにして前記表示信号を前記ディス
プレイに出力するステップとを具備したことを特徴とす
る情報処理装置におけるディスプレイ用電源電圧制御方
法。
【請求項６】  ＳＴＮ型の液晶ディスプレイに表示信号
を出力する情報処理装置における液晶ディスプレイ用電
源電圧制御方法であって、
前記情報処理装置の電源をＯＮするステップと、
表示仕様設定命令を命令格納手段から読み出して実行
し、表示データを表示メモリに格納するステップと、
前記表示メモリから前記表示データを読み出して前記バ
ッファＩＣに供給するステップと、
前記表示データから前記表示信号を生成するステップ
と、
前記ディスプレイの電源をＯＮするステップと、
前記バッファＩＣをアクティブにして前記表示信号を前
記ディスプレイに出力するステップとを具備したことを
特徴とする情報処理装置における液晶ディスプレイ用電
源電圧制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、コンピュータ等の
情報処理装置及び該装置における表示装置用電源電圧制
御方法に係り、特に、その出力装置である液晶表示装置
用の電源電圧制御機構を共通化したことにより異なる表
示方式の液晶表示装置に対応可能な情報処理装置及び該
装置における表示装置用電源電圧制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Cry
stal Display）はＣＲＴ（Cathode Ray Tube）と比べて
薄く省スペース化が図れるとともに消費電力が少ないた
め、全てのノート型パソコンと一部のデスクトップパソ
コンの表示装置として採用されている。現在流通してい
るＬＣＤの殆どは、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）型
とＤＳＴＮ（Dual Scan Twisted Nematic）型の２種類
である。ここで、ＤＳＴＮ型は、ディスプレイを２分割
して同時スキャンすることにより、ベースとなるＳＴＮ
（Scan Twisted Nematic）型の応答速度を向上させたも
のである。
【０００３】ＴＦＴ型とＳＴＮ型は互いに液晶分子の並
び方と駆動方式が異なっており、一般に、ＴＦＴ型は高
品質な表示が可能だが製造コストが高く、一方、ＳＴＮ
型は製造コストを安価に抑えられるがフリッカ（ちらつ
き）が目立つという特徴がある。
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【０００４】従来、ＬＣＤを採用するコンピュータで
は、ＴＦＴ型或いはＳＴＮ型といった表示方式の何れか
を採用し、その表示方式に必要な表示仕様設定命令を専
用のマザーボード上のＢＩＯＳ（Basic Input/output S
ystem）ＲＯＭ（Read Only Memory）に格納していた。
しかし、マザーボードを完全に共通化することが困難で
あるため、コンピュータを複数種の表示方式に対応させ
ることはなされていなかった。その結果、コンピュータ
本体とＬＣＤとの表示方式の統一が必要であるため、コ
ンピュータ購入後にＬＣＤの種別を変更できないといっ
た不便がユーザに強いられていた。
【０００５】このような状況に鑑み、特開平９－１１４
４２８号公報には、ＴＦＴ型ＬＣＤとＳＴＮ型ＬＣＤを
例に、複数種の表示装置に対応可能な情報処理装置が開
示されている。ここでは、先ずＬＣＤ内部に設けられた
インバータからの電圧信号に基づいてＬＣＤの種別が判
定され、次に各表示方式に対応した表示仕様設定命令を
格納するＢＩＯＳから、判定された種別に応じて表示仕
様設定命令が読み出される。そして、読み出された命令
に従って、表示コントローラがＬＣＤに対し表示信号を
出力する構成となっている。これにより、同一の情報処
理装置に複数種の表示装置を接続することを可能として
いる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、本来、
ＬＣＤの電源シーケンスはその種別によって異なってい
るにも拘らず、上記公報においては電源シーケンスの共
通化について考慮がなされていない。即ち、ＴＦＴ型で
はＬＣＤ用電源電圧とＬＶＤＳ（Slow Voltage Differe
ntial Signalling）信号を同時にＬＣＤに入力しても問
題無いが、ＳＴＮ型では仕様上の特性から、ＬＣＤに対
し先に電源電圧を供給した上で所定時間経過後にＳＴＮ
信号を入力する必要があるため、ＬＣＤ用電源電圧はコ
ンピュータの電源ＯＮと同時にＬＣＤに供給される。従
って、これら異なる表示方式のＬＣＤに対応可能なコン
ピュータを実現するためには、電源シーケンスの共通化
を図る必要がある。
【０００７】また、上記説明から判るように、ＳＴＮ型
の場合、ＬＣＤへの電源電圧はコンピュータの電源スイ
ッチをＯＦＦしない限り常に供給され続けることとな
る。従って、例えば、ラップトップコンピュータにおい
て、外部接続されたＣＲＴに表示出力するため、実装さ
れているＳＴＮ型ＬＣＤ上で表示する必要が無いときで
あってもＬＣＤ用電源電圧は供給され続け、消費電力が
無駄になる場合があった。
【０００８】本発明は上述の事情に鑑みてなされたもの
であり、ＴＦＴ型、ＳＴＮ型等の異なる表示方式のＬＣ
Ｄに対応可能なコンピュータにおけるＬＣＤ電源シーケ
ンスを共通化するとともに、ＳＴＮ型ＬＣＤを採用する
場合の消費電力を低減可能な電源電圧制御機構を提供す
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ることを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の情報処理装置
は、表示方式が異なる複数の表示装置の一つに接続さ
れ、この接続された表示装置に表示信号を出力するもの
であり、表示方式毎に異なる複数の表示仕様設定命令を
格納する命令格納手段と、接続された表示装置の表示方
式を識別する表示方式識別手段と、表示メモリと、表示
方式識別手段によって識別された表示方式に対応する表
示仕様設定命令を読み出して実行し、表示メモリに表示
データを格納する命令実行手段と、表示データから各表
示方式に対応した表示信号を生成する複数のインターフ
ェイス回路と、表示メモリから表示データを読み出し
て、表示方式識別手段によって識別された表示方式に対
応するインターフェイス回路に供給する表示コントロー
ラと、表示装置に電源電圧を供給する電源手段と、この
電源電圧をＯＮ／ＯＦＦするスイッチと、複数のインタ
ーフェイス回路とスイッチの動作を別個に制御する制御
手段とを備えたものである。
【００１０】これにより、複数の表示方式に共通した電
源電圧制御機構を構築することができ、延いてはシステ
ム基板を共通化することも可能となる。また、何れの表
示方式であっても表示手段用電源電圧をスイッチを用い
てＯＮ／ＯＦＦ制御しているので、表示装置の不使用時
に情報処理装置本体の電源をＯＦＦせずに表示装置用電
源のみをＯＦＦして消費電力を低減することも可能とな
る。
【００１１】また、本発明の情報処理装置は、ＦＴＦ型
又はＳＴＮ型の液晶ディスプレイに接続され、当該接続
されたディスプレイに応じた表示信号を出力するもので
あり、ＦＴＦ型ディスプレイ用表示仕様設定命令及びＳ
ＴＮ型ディスプレイ用表示仕様設定命令を格納する命令
格納手段と、接続されたディスプレイの表示方式を識別
する表示方式識別手段と、表示メモリと、表示方式識別
手段によって識別された表示方式に対応する前記表示仕
様設定命令を読み出して実行し、表示メモリに表示デー
タを格納する命令実行手段と、表示データからＬＶＤＳ
信号を生成するＬＶＤＳ信号生成手段と、表示データか
らＳＴＮ信号を生成するＳＴＮ信号生成手段と、表示メ
モリから表示データを読み出して、接続されたディスプ
レイがＴＦＴ型の場合はＬＶＤＳ信号生成手段に、ＳＴ
Ｎ型の場合はＳＴＮ信号生成手段に供給する表示コント
ローラと、接続されたディスプレイに電源電圧を供給す
る電源手段と、電源電圧をＯＮ／ＯＦＦするスイッチ
と、  ＬＶＤＳ信号生成手段又はＳＴＮ信号生成手段
と、スイッチとを別個に制御する制御手段とを備えたも
のである。
【００１２】これにより、ＦＴＦ型及びＳＴＮ型液晶デ
ィスプレイの表示方式に共通した電源電圧制御機構を構
築することができ、延いてはシステム基板を共通化する
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ことも可能となる。また、何れの表示方式であっても液
晶ディスプレイ用電源電圧をスイッチを用いてＯＮ／Ｏ
ＦＦ制御しているので、液晶ディスプレイの不使用時に
情報処理装置本体の電源をＯＦＦせずに液晶ディスプレ
イ用電源のみをＯＦＦして消費電力を低減することも可
能となる。
【００１３】また、本発明の情報処理装置はＳＴＮ型の
液晶ディスプレイに表示信号を出力するものであり、表
示仕様設定命令を格納する命令格納手段と、表示メモリ
と、表示仕様設定命令を読み出して実行し、表示メモリ
に表示データを格納する命令実行手段と、表示データか
ら表示信号を生成する信号生成手段と、表示メモリから
表示データを読み出して信号生成手段に供給する表示コ
ントローラと、ディスプレイに電源電圧を供給する電源
手段と、電源電圧をＯＮ／ＯＦＦするスイッチと、信号
生成手段とスイッチとを別個に制御する制御手段とを備
えたものである。
【００１４】これにより、ＳＴＮ型液晶ディスプレイで
あっても、液晶ディスプレイ用電源電圧をスイッチを用
いてＯＮ／ＯＦＦ制御しているので、液晶ディスプレイ
の不使用時に情報処理装置本体の電源をＯＦＦせずに液
晶ディスプレイ用電源のみをＯＦＦして消費電力を低減
することが可能となる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態を説明する。図１は、本発明を適用した一
実施形態であるコンピュータの主要構成を示す概略ブロ
ック図である。コンピュータ１０１は、信号インターフ
ェイスケーブル（Ｉ／Ｆケーブル）１０２を介して液晶
表示装置１０３と接続されている。また、コンピュータ
１０１は、ＢＩＯＳ１０４、ＣＰＵ１０５、メインメモ
リ１０６、表示コントローラ１０７、表示メモリ１０８
等を有する。
【００１６】ＢＩＯＳ１０４には、表示コントローラ１
０７や後述する制御ＡＳＩＣ（Application Specific I
ntegrated Circuit）２１２等に対する各種制御や、液
晶表示装置１０３を構成するＬＣＤの種別に応じた表示
仕様の設定等を行うための基本動作命令が格納されてい
る。ＣＰＵ１０５は、ＢＩＯＳ１０４に格納されている
動作命令を順次読み出して実行するものであり、最初
に、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク
等、周辺機器の仕様を設定するシステム起動（ｂｏｏ
ｔ）処理を行う。また、ＣＰＵ１０５は、ユーザ又はア
プリケーションプログラムから指示された命令を実行
し、この実行の過程で液晶表示装置１０３に出力すべき
データを表示コントローラ１０７を介して表示メモリ１
０８に格納する。
【００１７】表示コントローラ１０７は、ＣＰＵ１０５
からのアクセスを調整しながら、表示メモリ１０８に格
納されたデータを順次読み出して、データ信号としてＩ
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7
／Ｆケーブル１０２を介して液晶表示装置１０３に出力
する。尚、ＦＰ信号、ＬＰ信号、ＥＮＡＢ信号等の制御
信号やクロック信号も表示コントローラ１０７によって
液晶表示装置１０３に供給される。
【００１８】図２は、同実施形態に係るコンピュータに
おける液晶表示装置の電源電圧制御機構の構成を示した
ブロック図である。液晶表示装置１０３は、ＬＣＤ２０
１、バックライト２０２、インバータ２０３、コネクタ
２０４等を有する。ＬＣＤ２０１は、ＴＦＴ型、ＳＴＮ
型等の液晶ディスプレイであり、バックライト２０２に
よる照明機構を内蔵している。インバータ２０３はバッ
クライト２０２に対し、動作に必要な高電圧を供給す
る。コネクタ２０４は、液晶表示装置１０３内に実装さ
れている信号インタフェースコネクタであり、Ｉ／Ｆケ
ーブル１０２に接続されている。
【００１９】コンピュータ１０１は、図１で示した主要
構成に加え、ＬＶＤＳ２０５、ＨＣ２４４相当等のバッ
ファＩＣ２０６、電源２０７、電界効果トランジスタ
（ＦＥＴ：Field Effect Transistor）２０８、２０
９、コネクタ２１０、２１１、制御ＡＳＩＣ２１２等を
有している。表示コントローラ１０７の指示に従い、Ｌ
ＣＤ２０１とのインターフェイス回路であるＬＶＤＳ２
０５とバッファＩＣ２０６は、それぞれＴＦＴ型ＬＣＤ
用にＬＶＤＳ信号を、ＳＴＮ型ＬＣＤ用にＳＴＮ信号
（ＤＡＴＡ信号、ＣＬＫ信号、ＦＰ信号、ＬＰ信号等）
を生成する。
【００２０】電源２０７は、ＦＥＴ２０８、コネクタ２
１０、Ｉ／Ｆケーブル１０２及びコネクタ２０４を経由
してＬＣＤ２０１に電源電圧を供給し、また、ＦＥＴ２
０９及びコネクタ２１０を経由してインバータ２０３に
電源電圧を供給する。これによりＬＣＤ１０３は文字や
画像を表示し、インバータ２０３はバックライト２０２
を駆動する。
【００２１】制御ＡＳＩＣ２１２は、汎用レジスタを有
し、各種電源シーケンスを制御する。制御ＡＳＩＣ２１
２がコネクタ２１０からのＬＣＤ識別信号２１３を認識
すると、ＢＩＯＳ１０４により接続されたＬＣＤ２０１
の種別が判定され、制御ＡＳＩＣ２１２はＦＥＴ２０８
に対しゲート信号２１４を供給してＬＣＤ１０３用電源
をＯＮ／ＯＦＦするとともに、ＦＥＴ２０９に対しゲー
ト信号２１６を供給してインバータ２０３用電源をＯＮ
／ＯＦＦする。ここで、ＬＣＤ識別信号２１３は、接続
しているＬＣＤの種別の他に２１２は、ＳＶＧＡ（Supe
r Video Graphics Array）、ＸＧＡ（eXtended Graphic
s Array）等の解像度に関する情報を含んでいても良
い。また、制御ＡＳＩＣ２１２は、ＢＩＯＳ１０４の命
令に従って、ゲート信号２１５を出力してＬＶＤＳ２０
５及びバッファＩＣ２０６をＯＮ／ＯＦＦする。
【００２２】制御ＡＳＩＣ２１２によるＬＣＤの種別判
定の仕方として種々の方法が適用可能だが、一例として
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次のような構成が考えられる。制御ＡＳＩＣ２１２とコ
ネクタ２１０を２本の制御線Ａ、Ｂを用いて接続し、コ
ネクタ２１０側の両端子を開放しておく。更に、両制御
線とも所定の電圧Ｖ

cc
にプルアップしておくことによ

り、液晶表示装置が接続されていない場合、制御ＡＳＩ
Ｃ２１２は両制御線について電圧Ｖ

cc
よるハイレベルの

電圧を認識することとなる。この状態を（Ａ＝１、Ｂ＝
１）とする。
【００２３】これに対し、ＴＦＴ型ＬＣＤが接続された
場合に、例えば制御線Ａをグランドする構造とすること
により、制御ＡＳＩＣ２１２が制御線Ａについてローレ
ベルの電圧を認識する状態（Ａ＝０、Ｂ＝１）を作るこ
とができる。同様に、ＳＴＮ型ＬＣＤの場合を（Ａ＝
１、Ｂ＝０）等と設定することにより、ＬＣＤ識別信号
２１３による接続ＬＣＤの種別判定が可能となる。
【００２４】図３乃至図６を用いて、本実施形態に係る
電源電圧制御機構における電源シーケンスについて説明
する。図３及び図５は電源電圧制御シーケンスを示すフ
ローチャートであり、図４及び図６はそのタイムチャー
トである。先ず、図３、図４により、コンピュータ本体
の電源ＯＮ時のシーケンスを説明する。
【００２５】時刻Ｔ３１１において、コンピュータ１０
１の電源スイッチがＯＮされると（ステップＳ３０
１）、ＣＰＵ１０５がＢＩＯＳ１０４に格納された命令
を順次読み出して実行してｂｏｏｔ処理を行う。即ち、
先ず周辺機器の仕様を設定するシステム起動命令を実行
し、次にコネクタ１０４からのＬＣＤ識別信号２１３に
基づいてＬＣＤ２０１の種別を判定する命令を実行する
（ステップＳ３０２）。この結果、ＣＰＵ１０５が種別
に応じた表示仕様設定命令を実行して、表示コントロー
ラ１０７に表示方式の設定がなされる。
【００２６】ＢＩＯＳ１０４の命令により、時刻Ｔ３１
２において、制御ＡＳＩＣ２１２がゲート信号２１４を
アクティブにすると、ほぼ同時にＦＥＴ２０８がＯＮさ
れ、ＬＣＤ１０３に電源電圧が供給される（ステップ３
０３）。所定時間経過後、例えば数１０ｍｓ後の時刻Ｔ
３１３において、制御ＡＳＩＣ２１２がゲート信号２１
５をアクティブにすると、ほぼ同時にＬＣＤ２０１にＬ
ＶＤＳ信号又はＳＴＮ信号が供給される（ステップ３０
４）。
【００２７】更に、所定時間経過後、例えば数１００ｍ
ｓ後の時刻Ｔ３１４において、制御ＡＳＩＣ２１２がゲ
ート信号２１６をアクティブにすると、ほぼ同時にＦＥ
Ｔ２０９がＯＮされ、インバータ２０３に電源電圧が供
給される。ここで、インバータ２０３を遅れて動作させ
るのは、ＬＣＤ２０１に異常な表示を見せないためであ
る。
【００２８】次に、図５、図６により、コンピュータ本
体の電源ＯＦＦ時シーケンスを説明する。  時刻Ｔ３３
１において、コンピュータ１０１の電源スイッチがＯＦ
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Ｆされると（ステップＳ３２１）、所定時間経過後の時
刻Ｔ３３２において、ＢＩＯＳ１０４の命令により、制
御ＡＳＩＣ２１２がゲート信号２１６をインアクティブ
にして、ほぼ同時にＦＥＴ２０９がＯＦＦされてインバ
ータ２０３への電源電圧の供給が停止される（ステップ
Ｓ３２２）。
【００２９】所定時間経過後の時刻Ｔ３３３において、
制御ＡＳＩＣ２１２がゲート信号２１５をインアクティ
ブにすると、ＬＶＤＳ信号又はＳＴＮ信号の供給が停止
される（ステップＳ３２３）。更に、所定時間経過後の
時刻Ｔ３３４において、制御ＡＳＩＣ２１２がゲート信
号２１４をインアクティブにすると、ほぼ同時にＦＥＴ
２０８がＯＦＦされてＬＣＤ２０１への電源電圧の供給
が停止される。
【００３０】このように、本実施形態に係る電源電圧制
御の回路構成及び制御方式によれば、ＳＴＮ型及びＴＦ
Ｔ型のＬＣＤに共通した電源電圧制御機構を構築でき、
システム基板の共通化も可能となる。以上ではＳＴＮ型
及びＴＦＴ型のＬＣＤを例示して説明したが、本実施形
態によれば各表示方式の仕様に応じて電源電圧とデータ
信号の給タイミングをそれぞれ調整できるため、他の表
示方式、例えばプラズマ式ディスプレイ等も含めた電源
シーケンスの共通化を実現できる。
【００３１】また、何れの表示方式であってもＬＣＤ用
電源電圧をＦＥＴを用いて制御しているので、ＬＣＤへ
の表示出力がなされない場合に、ＢＩＯＳの命令に従っ
て制御ＡＳＩＣがゲート信号をインアクティブとして当
該電源電圧の供給を停止することが可能となる。これに
より、コンピュータ本体用電源をＯＦＦせずにＬＣＤ用
電源のみをＯＦＦすることができるため、コンピュータ
上で電源をローパワーしたい時に容易に消費電力を低減
できる。尚、電源シーケンスの共通化に関わらず、ＳＴ
Ｎ型ＬＣＤの電源電圧制御に上記回路構成及び制御方法
を採用することで、ＳＴＮ型における同様の消費電力低*
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*減も可能である。
【００３２】
【発明の効果】以上で詳述したように、本発明によれ
ば、接続されているＬＣＤに応じた表示出力機構を有す
るだけでなく、ＬＣＤ用電源電圧制御機構を共通化した
ことにより、真の意味での異なる種別の表示方式に対応
可能なコンピュータを実現できる。また、ＬＣＤ用電源
電圧をＦＥＴを用いて制御しているので、ＬＣＤ不使用
時の消費電力の低減も可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した一実施形態であるコンピュー
タの主要構成を示す概略ブロック図。
【図２】同実施形態に係るコンピュータにおける液晶表
示装置用の電源電圧制御機構の構成を示したブロック図
である
【図３】同実施形態に係る電源電圧制御機構における電
源ＯＮ時の電源シーケンスを示すフローチャート。
【図４】同実施形態に係る電源電圧制御機構における電
源ＯＮ時の電源シーケンスを示すタイムチャート。
【図５】同実施形態に係る電源電圧制御機構における電
源ＯＦＦ時の電源シーケンスを示すフローチャート。
【図６】同実施形態に係る電源電圧制御機構における電
源ＯＦＦ時の制御シーケンスを示すタイムチャート。
【符号の説明】
１０１…コンピュータ、  １０２…Ｉ／Ｆケーブル、１
０３…液晶表示装置、  １０４…ＢＩＯＳ、１０５…Ｃ
ＰＵ、  １０６…メインメモリ、１０７…表示コントロ
ーラ、  １０８…表示メモリ、２０１…ＬＣＤ、  ２０
２…バックライト、２０３…インバータ、  ２０４…コ
ネクタ、２０５…ＬＶＤＳ、  ２０６…バッファＩＣ、
２０７…電源、  ２０８…ＦＥＴ、２０９…ＦＥＴ、  
２１０…コネクタ、２１１…コネクタ、  ２１２…制御
ＡＳＩＣ

【図１】
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